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暫
く
前
の
こ
と
に
な
る

け
れ
ど、
本
紙
の
昨
年
十

二
月
十
二
日
付
紙
面
に、

「
故・
仁
井
田
陸氏
の
蔵

書

松
高
記
念
館
に
寄

贈」
と
い
う
記
事
が
出
て

い
た。

旧制松本高校
出

身
で
中
国
法
制
史
の
権

威、
故・
仁
井
田
睦
（
に

い
だ・
の
ぼ
る、
一
九
O

四
！一
九
六
六）
博
士
の

蔵省が、
松
本市
あ
が
た

の
森

の旧制
松
高
記
念
館

に
寄
付
さ
れ
て
「仁
井
田

文
庫」
と
し
て
公
開
さ
れ

る
こ
と
と
な
り、
お
弟
子

の
佐
伯
有一
・

東大名
営

教授
が
寄贈
目
録

を作成

中
と
の
記
事
で
あ
る。

大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と

で、
私
に
とっ
て
は
個
人

的に
も
感
慨
深
い
の
で
あ

る
が、
そ
れ
に
は
い
く
つ

か
の
理
由が
あ
る。

す
る
S
MP
νれ
て

ま
ず
仁
井
田
博
士
ご
自

身
の
学
問
的
業
績
に
触
れ

ね
ば
な
るま
い
が、
長く

東
大
の
東
悼
文
化

研究所

教授
の
任
に
あ
ら
れ、
ロ

ン
ド
ン
大
学
遊
学中
に
病

に
倒
れ
ら
れ
た
博
士
は、

中
国
法
制
史
や
中
国
社
会

史
の
分
野
に
お
い
て、
わ

が
国
を
代
表
す
る権
威
で

あっ
た
ば
か
り
か、
世
界

的に
見
て
も
先
駆
的
な
お

仕事を
残
さ
れ
た
碩
学
で

あ
り、
そ
の
お
人
柄
に
よ

っ
て
も
多
く
の
研
究
者に

慕
わ
れ
た
方
で
あ
る。
法

制
史
や
社
会
史
の
分
野

は、
戦
後、
イ
デ
オロ
ギ

ー
的
な
史観
が
優位
を占

め、
今
日
の
時
点
で
中
国

の
過去
と
現
在
を
通
観
し

た

ル姿、
時
代
の
変
化
に

耐
え
な
い
研
究
が
数
多
い

の
だ
が、
仁
井田
博
士
の

業
績
は、
今
日
で
も
大
い

に
検
索
さ
るべ
き
も
の
だ

と
い
わ
ね
ば
な
らな
い。

現代中
国
学
を専
門
と

す
る
私
自
身
は
戦
後
派
で

も
あ
り、
仁
井
田
博
士
の

教
え
を
直
接
受
け
た
わ
け

で
は
な
い。
た
だ、
私
が

ま
だ
学生
の
頃、
当
時、

若
荷
谷
の
外
務
研
修
所に

同
居
し
て
い
た
東
神
文
化

研
究
所
で一
度
だ
け
博
士

の
講
演
を
拝
聴
し
た
こ
と

が
あっ
て、
強
く
印
象
に

残っ
て
い
る。
も
と
よ
り、

そ
の
ご
著作
は
最近
も
し

病
床
に
あ
り
な
が
ら、
昨

年二
月
に
は
教授
の
ラ
イ

フ・
ワ
l
ク
の
中
国
社
会

史三
部
作
の

最終巻
と
し

て
の
千
三
百
六
十二
ペ
！

？
に
及
ぶ
大
冊
『
中
国封

建
社
会
の
構
成』
（
勤
草

哲
房〉
牽完
成
さ
れ
た〈
詳

し
く
は、
拙
稿
「
今
堀
誠

二
著『
中
国
封
建
社
会
の

構
成』
に
寄
せ
て
｜
民
衆

見
つ
め
中
国
学
体
系

「
仁
井
田
文
庫」
の
意
義

ば
し
ば
緒
い
て
お
り、
多

く
の
教示
を
得
て
い
る。

し
か
し、
そ
れ
以
上
に

博
士
と
私
を
結
ぶ
接
点

は、
私
が
今
日
で
も
親
し

く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
中
国
社
会
史
の
権
威、

今
堀
誠二・
広
島
大
学
名

普
教
授
の
恩
師
が
仁
井
田

博
士
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る。今
堀
教
授
は、
現
在、

化
ー」、
『
朝
日
新
聞』
一

九
九一
年一二
月二
士ハ
日

付
文
化
欄、
参
照〉。
そ

の
今
堀
教
授が
と
く
に
中

国
ギ
ル
ド
の
研
究
や
第一

次

資料を
駆
使
し
た
中
国

社
会
調
査
研
究
は、
仁
井

田
博
士
の
指
導に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
をつ
ねに

語
ら
れ
て
お
り、
ま
た
今

堀
教
授
の
処
女
作
『
北
平

市
民
の
自
治
構
成』
（
文

求堂）
に
「
序」
を
寄
せ

て
い
る
の
が
仁
井
田
博
士

で
あ
る。
そ
し
て、
今
堀

教授
は、
学
界
屈
指
と
も

思
わ
れ
る膨
大
な
量
の
蔵

・
ゃ
史
料

を蒐集
さ
れ
て

お
り、
仁
井
田
博
士
と
同

じ
く
お
子
様
も
い
な
い
の

で、
し
ば
し
ば
私
が
ご
下

間
に

あずか
る
こ
と
も
あ

る
と
い
っ
た
次
第
で
あ

る。
こ
うし
た
ご
繰
で
あ

る
だ
けに、
仁
井
田
博
士

の
蔵
書
が、
私
の
郷
里・

松
本
に
永
久
保
存
さ
れ
る

こ
と
に
なっ
た
こ
と
に、

私
は
大
い
に
感
銘
を受
け

た
の
で
あっ
た。

夏原
ご
出
身
の
仁
井
田

博
士
は、
生
前、
松
高
時

代
の
生
活
を
大
変
懐
か
し

ん
で
お
ら
れ
た
様
子
で
あ

る。
博
士
は
か
つ
て、
こ

う
語っ
て
い
た
l
「
私
は

高
校
〈
松
本）
の
三
カ
年

聞
を
寮
で
く
ら
し
た。
休

日
に
は
よ
く
近
く
の
美
ケ

原
や
王
ケ
易
に
出
か
げ

た。
静
か
な
高
原に
す
ず

ら
ん
は
咲
き、
かつ
こ
う

は
鳴
い
て
い
た。・：
高
校

の
模
文

の先生
は、

松本

藩
儒
の
家
筋
の

峯一番

（
若
松〉
先生
で
あっ
た。

私
は
平
凡
な
学生
で
あっ

た
が、
学
校
の
成
績
に
多

少
の
『
分』
が
あっ
た
と

す
れ
ば、
そ
れ
は
漢
文
の

点
と作
文
の
点
な
ど
の
た

め
で
あっ
た。・：
そ
れ
で

一
年
の
と
き、
私
は
皆
か

ら
『
孟
子』
と
い
うニ
ッ

ク
ネー
ム
を
も
らっ
て
い

た」
（「
中
国
の
法
と
社
会

と
歴
史
l
研
究
生
活
三
十

五
年
の
回
顧
l」、
『
中央

公
論』
一
九
六
四
年
七
月

号）。今
回、
松
高
記
令
舗
に

収
め
ら
れ
る
こ
と
と
なっ

た
「
仁
井
田
文
庫」
を
松

本
の
人
び
と
は
大
い
に
誇

り
と
し、
是
非
大
切
に
し

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る。

（
中
嶋
樹
雄・
墓尽
外

語大
教
授）
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